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問1 弥生時代に大陸から稲作の技術とともに伝わった金属器について、武器や工具として実用的に使われた鉄器に対し、主に豊作を祈る祭りなどの
祭祀（儀式）に用いられたものを総称して何といいますか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 磨製石器 2. 青銅器 3. 鉄器 4. 埴輪

問2 行政改革の一環として実施される規制緩和の具体的な事例として、最も適切な説明はどれか。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. 地元企業の利益を守るため、特定
の産業において新しい企業の参入を
厳しく制限するようになった

2. 道路や駅などの利便性を高めるた
め、すべての公共交通機関をバリア
フリー化することを義務付けた

3. 法律の整備により、一定の条件を
満たす届出を行うことで、一般の住
宅を宿泊施設として提供する「民泊
」が可能になった

4. 行政サービスの質を維持するため
に、国家公務員と地方公務員の採用
人数を大幅に増やして組織を拡大し
た

問3 2004年に「消費者保護基本法」を抜本的に改正して制定された法律で、消費者を「保護される存在」から「自立した主体」として位置づけ、消
費者の権利を尊重するとともに、国や地方公共団体、事業者の責務を明らかにすることを目的とした法律は何ですか。 （2017年 滋賀県公立入試 類似）

1. 特定商取引法 2. 製造物責任法（PL法） 3. 独占禁止法 4. 消費者基本法

問4 東京中央卸売市場の統計において、1月から5月はニュージーランド産が多く、6月から11月は国産が中心となっているかぼちゃの供給体制につ
いて、その特徴を説明したものとして正しいものを選んでください。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. ニュージーランドの収穫期が日本
と同じ夏であるため、輸送時間を考
慮して輸入時期を調整している。

2. 日本とニュージーランドの収穫時
期のズレを利用して、年間を通じて
安定した供給を維持している。

3. 冬から春にかけての日本の需要に
応えるため、保存性の高いニュージ
ーランド産を優先的に輸入している
。

4. 国産かぼちゃの生産量が減少して
いるため、年間を通じてニュージー
ランド産への依存度を高めている。

問5 宗教改革の結果として生まれた、ローマ教皇の権威を認めるカトリック教会に対抗した新しいキリスト教の勢力を何と呼びますか。最も適切な
名称を選択してください。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. プロテスタント 2. ルネサンス 3. 十字軍 4. イエズス会

問6 近年、滋賀県などの自治体では「びわ湖材」のように、その地域で生産された木材である「県産材」の利用の促進に取り組んでいます。このよ
うに、地域の資源を積極的に消費することが、森林の保全や地域社会にどのような良い影響を与えるか、その理由として最も適切なものを選び
なさい。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 安価な外国産材の輸入をさらに拡
大し、国内の木材を全く使わずに温
存しておくことで、将来の資源不足
に備えることができる。

2. すべての森林を住宅地や工業用地
として開発し、得られた利益を環境
保護団体に寄付することで、間接的
に自然を守ることができる。

3. 木材を適切に使用することで、植
林や間伐などの手入れが継続され、
森林が持つ水源のかん養や土砂災害
の防止といった機能が維持される。

4. 森林の伐採を全面的に禁止するこ
とで、原生林に近い状態を保ち、野
生動物の生息地を守ることが、最も
効果的な環境保全につながる。

問7 日本の選挙制度において、小選挙区制と比較した際の比例代表制（ドント方式等による配分）の大きな特徴や目的として、最も適切な説明はど
れですか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 選挙区の面積を小さく設定するこ
とで、候補者と有権者の距離を縮め
、地域密着型の政治を行う。

2. 最多得票者1人のみを選出するこ
とで、特定の政党が安定した過半数
の議席を確保しやすくする。

3. 得票率と議席率の乖離を抑えるこ
とで、少数意見を議会に反映させや
すくし、死票を減らす。

4. 候補者の個人名による投票を重視
することで、政党の力よりも人物本
位の政治を実現する。

問8 江戸時代から明治時代にかけての産業の変化において、従来の「問屋制家内工業」と比較した際の「工場制手工業」の生産体制上の大きな変化
について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 問屋が農家に道具を貸し出す必要
がなくなり、農民が自分専用の高度
な機械を所有して自宅で生産するよ
うになった。

2. 工程ごとの分業を廃止し、一人の
職人が最初から最後まで全ての工程
を担当することで製品の個性を高め
るようになった。

3. 働き手が各自の家で作業するので
はなく、一つの場所に集まって役割
を分担して効率的に生産するように
なった。

4. 都市部の資本家が農村の土地をす
べて買い占め、農業を廃止して大規
模な機械工場での労働を農民に強制
するようになった。

問9 滋賀県では「びわ湖材」の利用を広めるため、行政、企業、住民が連携した様々な活動が行われています。この取り組みの具体例として、地域
の経済や環境に配慮した最も適切な活動はどれですか。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 森林の保護を最優先するため、県
内での木材の伐採を法律で厳しく制
限し、必要な木材はすべて県外や海
外から調達する活動。

2. 全国植樹祭などの行事を通じて木
を植えることだけを強調し、成長し
た木については一切利用せずに放置
しておく活動。

3. 地元の企業が「びわ湖材」を用い
た学校用の机や椅子を開発し、県が
その製品の導入や購入を支援するこ
とで、地域内での資源循環を図る活
動。

4. 「びわ湖材」という名称を使いな
がらも、実際にはコストの低い外国
産の木材を混ぜて製品化し、販売利
益を最大化する活動。

問10 古代の文化を解説した資料において、漢字を崩したり、漢字の一部を取ったりして「かな文字」が作られていく過程が示されています。このよ
うな文字の変化が起きた背景や、その時代の文化の特徴として正しい説明はどれですか。 （2020年 滋賀県公立入試 類似）

1. 奈良時代に唐の文化を模倣するこ
とへの批判が強まり、遣唐使を派遣
する代わりに、正倉院の宝物を手本
として漢字を使わない独自の国風文
化をゼロから作り出す運動が起こっ
た。

2. 遣唐使の派遣が停止されたことな
どを背景に、それまで取り入れてき
た大陸の文化を日本の風土や好みに
合わせる工夫が進み、仏教文化を基
盤としつつも日本独自の国風文化が
形成された。

3. 大陸からの仏教文化の流入が途絶
えたため、正倉院に代表される国際
的な文化が衰退し、これに代わる新
しい文化を作るために政府が主導し
て漢字から「かな文字」への移行を
命じた。

4. 飛鳥時代から続く律令政治を強化
するために、遣唐使が持ち帰った最
新の知識を民衆に分かりやすく伝え
る必要が生じ、公用文をすべて「か
な文字」で記述する制度が整えられ
た。

問11 滋賀県などの地方自治体において、バスの運行や物流を支える道路や橋の老朽化が大きな問題となっています。これらの施設が抱える現代の課
題とその背景に関する記述として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 社会資本はすべて私有財産として
民間企業が管理しているため、自治
体は老朽化対策に関与する必要がな
くなっている。

2. 道路や橋は一度建設すれば半永久
的に使用できるため、維持管理の手
間を省き、他の公共サービスに予算
を集中させることが求められている
。

3. 社会資本は個人の日常的な買い物
の対象となる「消費財」としての性
格が強いため、老朽化した場合は市
場原理によって自動的に新設される
仕組みになっている。

4. 高度経済成長期に集中的に整備さ
れた施設が一斉に更新時期を迎えて
おり、多額の維持管理費の確保や安
全性の向上が急務となっている。
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

青銅器
弥生時代には、大陸から稲作とともに金属器の文化が伝来しました。硬くて鋭い鉄器が武器や
農具として実生活で役立てられたのに対し、美しく光る青銅器は神聖なものとして扱われ、村
の祭りや儀式で使われる宝物としての役割を担いました。

問2 答え 3
法律の整備により、一定の条件を満たす届出
を行うことで、一般の住宅を宿泊施設として
提供する「民泊」が可能になった

かつては厳しい制限によって民間参入が困難だった分野において、届出制にするなどのルール
見直しを行うことが規制緩和の具体例です。これにより、これまで活用されていなかった資源
（住宅など）がビジネスとして利用可能になり、経済の活性化が期待されます。

問3 答え 4
消費者基本法

21世紀に入り、消費者の自立を支援する考え方が強まったことから、従来の法律が改正されま
した。この法律では、消費者の権利として「安全の確保」「選択の機会の確保」「情報の提供
」などが掲げられ、それらを実現するために行政や企業が果たすべき責任（責務）が法的に定
められています。

問4 答え 2
日本とニュージーランドの収穫時期のズレを
利用して、年間を通じて安定した供給を維持
している。

農産物の供給における国際分業の仕組みを問う問題です。統計資料に見られる入荷時期の使い
分けは、消費者が一年中かぼちゃを購入できるようにするための工夫です。ニュージーランド
の収穫可能期間（12月〜5月）は日本の生産が少ない時期と合致しており、南半球の季節性を
活かした輸入が行われています。これにより、気候条件の異なる国同士が互いの不足を補い合
う形が作られています。

問5 答え 1
プロテスタント

ドイツのルターやスイスのカルバンらの主張を支持し、カトリック教会に抗議（プロテスト）
した人々は「プロテスタント」と呼ばれるようになりました。この宗教改革の動きに対し、カ
トリック教会側も自己改革を行い、国外への布教を目的としてイエズス会を結成しました。こ
のイエズス会の活動が、のちにフランシスコ・ザビエルによる日本へのキリスト教伝来へとつ
ながることになります。

問6 答え 3
木材を適切に使用することで、植林や間伐な
どの手入れが継続され、森林が持つ水源のか
ん養や土砂災害の防止といった機能が維持さ
れる。

日本の人工林は、人の手が入ることで健康な状態が保たれます。県産材の利用の促進が進むと
、木材が売れた収益が森林管理者に還元され、再び苗木を植えたり、密集した木を間引く「間
伐」を行ったりすることが可能になります。これにより、太陽の光が地面まで届き、下草が生
えて土壌が安定するため、洪水防止や水源の確保といった森林の多面的な機能が十分に発揮さ
れるようになります。

問7 答え 3
得票率と議席率の乖離を抑えることで、少数
意見を議会に反映させやすくし、死票を減ら
す。

比例代表制は、各政党の総得票数に応じて議席を割り振るため、小選挙区制のように「当選者
以外の候補者に投じられた票がすべて無効になる（死票）」という現象を抑えることができま
す。ドント方式などの配分計算を用いることで、規模の小さな政党であっても一定の支持があ
れば議席を得られる可能性が高まり、多様な国民の意見を議会に反映させることができるとい
うメリットがあります。

問8 答え 3
働き手が各自の家で作業するのではなく、一
つの場所に集まって役割を分担して効率的に
生産するようになった。

問屋制家内工業では、農家が問屋から道具や原料を借り、それぞれの自宅で内職として作業を
行っていました。これに対し工場制手工業では、労働者が一つの工場に集められる点が画期的
でした。これにより、作業工程を分ける「分業」が可能になり、生産効率が大きく向上しまし
た。この変化は、日本における資本主義的な生産体制の先駆けといえます。

問9 答え 3
地元の企業が「びわ湖材」を用いた学校用の
机や椅子を開発し、県がその製品の導入や購
入を支援することで、地域内での資源循環を
図る活動。

滋賀県では、地元の木材である「びわ湖材」を活用するため、民間企業が学習用具や家具を開
発する動きがあります。これに対し、行政が購入費用を支援したり、公共施設での利用を推奨
したりすることで、地域の資源を地域で使う循環が生まれます。このような「地産地消」の取
り組みは、地域の林業を活性化させるだけでなく、木材の輸送距離を短くできるため、二酸化
炭素の排出抑制といった環境負荷の低減にも貢献します。

問1
0

答え 2
遣唐使の派遣が停止されたことなどを背景に
、それまで取り入れてきた大陸の文化を日本
の風土や好みに合わせる工夫が進み、仏教文
化を基盤としつつも日本独自の国風文化が形
成された。

平安時代中期、894年に菅原道真の建議によって遣唐使が停止されると、それまで取り入れて
きた中国の文化を日本の生活や感情に合うように消化・吸収する動きが活発になりました。こ
の時期に漢字から「かな文字」が作られたことで、日本人の心情を細やかに表現することが可
能になり、紀貫之の『土佐日記』や紫式部の『源氏物語』などの優れた文学作品が生まれまし
た。これは、外来の仏教文化などを日本風に変容させた「国風文化」の大きな特徴です。

問1
1

答え 4
高度経済成長期に集中的に整備された施設が
一斉に更新時期を迎えており、多額の維持管
理費の確保や安全性の向上が急務となってい
る。

日本の多くの公共施設は、1960年代前後の高度経済成長期に建設されました。建設から50年
以上が経過した現在、道路や橋などの生活の基盤となる施設が老朽化し、事故の危険性や莫大
な修繕費用が社会的な課題となっています。特に地方では、バスなどの公共交通機関を維持す
るためにも、これら社会資本の適切な管理が不可欠です。


